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江
戸
の
詩
人
大
窪
詩
仏
（
一
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

島
崎
和
夫 

 

漢
詩
の
日
本
化 

 

江
戸
時
代
の
文
化
・
文
政
期
の
詩
壇
を
代
表
す
る
詩
人
大
窪
詩
仏
が
、
文

化
七
年
（
一
八
一
〇
）
六
月
、
箱
根
に
友
人
た
ち
と
遊
ん
だ
と
き
に
詠
ん
だ
「
雲
」

と
題
す
る
詩
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
七
言
絶
句
は
多
く
の
人
に
好
ま
れ
、
詩
仏

自
身
も
気
に
入
っ
て
い
た
も
の
で
す
。
『
詩
聖
堂
詩
集
二
編
』
（
文
政
十
一
年

刊
）
に
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
紹
介
し
ま
す
。 

 

似
霧
似
煙
還
似
雨 

 

霧
に
似
、
煙
に
似
、
ま
た
雨
に
似
た
り 

霏
々
漠
々
更
紛
々 

 

霏
々
〈
ひ
ひ
〉

漠
々
〈
ば
く
ば
く
〉

さ
ら
に
紛
々
〈
ふ
ん
ぷ
ん
〉 

須
臾
風
起
吹
将
去 

 

須
臾
〈
し
ゆ
ゆ
〉

に
風
起
っ
て
、
吹
き
も
ち
去
り
、 

去
作
前
山
一
帯
雲 
 

去
っ
て
前
山
一
帯
の
雲
と
な
る 

 
 

雲
の
よ
う
に
煙
化
〈
も
や
〉

の
よ
う
に
ま
た
雨
の
よ
う
に 

 
 

ち
ら
ち
ら
と
も
く
も
く
と
ま
た
ひ
ら
ひ
ら
と 

 
 

た
ち
ま
ち
風
が
起
こ
っ
て
吹
き
払
う
と 

 
 

前
の
山
へ
飛
ん
で
い
っ
て
た
な
び
く
雲
と
な
る 

（
訳 

石
川
忠
久
「
大
窪
詩
仏
の
詠
物
詩
」
日
立
市
郷
土
博
物
館
『
大
窪
詩
佛
展
』
） 

 
 

大
窪
詩
仏
は
、
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
に
常
陸
国
久
慈
郡
池
田
村
（
現
大

子
町
大
字
池
田
）
の
桜
岡
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
父
光
近
は
多
賀
郡
大
久
保
村

（
現
日
立
市
大
久
保
町
）
の
大
窪
家
に
生
ま
れ
、
医
者
と
し
て
桜
岡
家
に
養
子

に
迎
え
ら
れ
ま
す
。
通
称
は
柳
太
郎
、
実
名
は
行
、
詩
仏
は
号
で
す
。
ほ
か

に
天
民
、
江
山
、
詩
聖
堂
の
号
が
あ
り
ま
す
。 

 

詩
仏
七
歳
の
時
、
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
に
父
が
池
田
村
を
離
れ
、
江
戸

に
出
る
と
、
父
の
生
家
で
あ
る
大
久
保
村
に
移
り
少
年
期
を
過
ご
し
ま
す
。 
 

十
代
後
半
に
江
戸
に
出
て
父
の
元
で
医
術
を
学
び
ま
す
。
山
本
北
山
の
奚

疑
塾
で
学
問
を
学
び
、
市
河
寛
斎
の
江
湖
詩
社
で
詩
を
学
び
ま
す
。
二
四
歳

の
と
き
父
を
亡
く
し
て
か
ら
は
医
業
を
捨
て
、
詩
作
に
専
念
し
ま
す
。 

 

そ
こ
で
の
詩
作
の
基
本
は
、
北
山
の
「
今
の
人
に
し
て
、
唐
詩
を
踏
襲
す

る
を
務
め
と
せ
ば
、
則
ち
今
の
詩
に
あ
ら
ず
。
直
ち
に
唐
詩
の
贋
物
な
り
」

「
今
や
浅
学
無
識
の
輩
ら
、
詩
道
に
昧
〈
く
ら
〉

く
、
徂
徠
・
南
郭
に
誑
〈
た
ぶ
ら

か
〉

さ
れ
、
剽
竊
〈
ひ
よ
う
せ
つ
〉

の
悪
詩
腸
胃
〈
は
ら
わ
た
〉

に
し
み
こ
み
、
一
語
に
て

も
聞
き
慣
れ
ざ
る
語
、
一
字
に
て
も
見
熟
〈
み
な
れ
〉

ざ
る
字
あ
れ
ば
、
詩
に
非

ず
と
す
」
、「
凡
そ
詩
は
趣
の
深
く
し
て
、
辞
の
清
新
な
ら
ん
こ
と
を
要
せ
よ
」
、

「
詩
道
は
性
霊
を
主
と
す
。
格
律
を
主
と
す
べ
か
ら
ず
」（
『
作
詩
志
彀
』
）
と

い
う
主
張
に
そ
っ
た
も
の
で
し
た
。
「
性
霊
」
と
は
自
己
の
自
然
な
心
情
と

い
う
意
味
で
す
。 

 

詩
仏
は
第
一
詩
集
『
卜
居
集
』
を
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
に
二
七
歳
で
上

梓
し
ま
す
。
以
後
『
詩
聖
堂
詩
集
初
編
』『
西
遊
詩
草
』『
北
遊
詩
草
』『
再
北

遊
詩
草
』『
詩
聖
堂
詩
集
二
編
』
、
遺
稿
集
と
し
て
『
詩
聖
堂
詩
集
三
編
』
、
そ

の
ほ
か
詩
論
や
編
者
・
校
訂
者
と
な
っ
た
書
物
は
数
多
に
の
ぼ
り
ま
す
。 

詩
仏
た
ち
江
湖
詩
社
の
人
々
の
詩
作
に
よ
っ
て
江
戸
時
代
の
漢
詩
は
唐

の
時
代
の
李
白
や
杜
甫
の
物
真
似
か
ら
脱
し
、
自
ら
の
現
実
を
自
ら
の
感
性

で
と
ら
え
、
率
直
に
表
現
で
き
る
も
の
に
な
り
、
和
歌
や
俳
諧
と
な
ら
ん
で

多
く
の
人
々
に
愛
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
漢
詩
の
日
本
化
・

大
衆
化
状
況
を
先
頭
に
立
っ
て
切
り
開
い
た
詩
人
が
大
窪
詩
仏
で
し
た
（
揖

斐
高
『
市
河
寛
斎 

大
窪
詩
仏
』
）
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
日
立
市
在
住
） 
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大
子
町
小
中
学
校
校
歌
の
成
立
と 

学
校
所
在
地
の
地
域
環
境
（
中
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

阿
久
津 

久 

  

大
子
町
の
小
中
学
校
で
歌
わ
れ
て
い
る
校
歌
は
、
山
間
部
と
い
う
地
理
的

環
境
の
中
で
、
山
、
川
、
滝
の
い
ず
れ
か
が
が
か
な
ら
ず
入
っ
て
い
る
の
が

特
徴
で
あ
る
。 

 

明
治
四
十
一
年
四
月
に
作
ら
れ
た
黒
沢
小
学
校
の
校
歌
は
、
昭
和
五
十
八

年
に
合
併
し
た
上
野
宮
小
学
校
と
同
一
校
歌
で
あ
り
、
と
も
に
作
詞
佐
々
木

信
綱
、
作
曲
田
村
虎
蔵
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
佐
々
木
信
綱
は
、
歌
人
・
国

文
学
者
で
、
校
歌
の
中
に
『
日
本
書
紀
』
、
『
古
今
和
歌
集
六
帖
』
、
『
新
千
載

和
歌
集(

冬)

』
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
言
葉
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。 

 

一 

た
か
ざ
さ
の
山 

み
ね
ひ
い
で 

二 

こ
の
よ
き
里
に 

生
ま
れ
つ
つ 

 
 

八
溝
の
川
の
水
清
き 

 
 

 
 

 
 

 

豊
栄
の
ぼ
る
朝
日
子
の 

 
 

林
に
し
げ
き 

す
ぎ
こ
だ
ち 

 
 

 
 

栄
え
る
御
代
に 

人
と
な
り 

 
 

田
畑
に
実
る 

た
な
つ
も
の 

 
 

 
 

日
毎
手
に
つ
む 

お
し
え
草 

 

三 

御
国
の
た
め
に 

つ
と
む
べ
く 

郷
土
の
た
め
に
つ
く
す
べ
く 

 
 

清
く
秀
で
し 

心
も
て 

 
 

郷
土
の
光 

輝
や
か
せ 

 

傍
線
の
言
葉
を
解
釈
す
る
と
、
「
た
な
つ
も
の
」
は
、
『
日
本
書
紀
』
神
代

上
に
「
乃
ち
粟
稗
麦
豆
を
以
て
は
、
陸
田
種
子
（
は
た
け
つ
も
の
）
と
す
。
稲

を
以
て
は
水
田
種
子
（
た
な
つ
も
の
）
と
す
」
か
ら
引
用
さ
れ
た
も
の
、「
朝
日

子
」
は
『
古
今
和
歌
集
六
帖
』
の
「
朝
日
子
が
さ
す
や
岡
辺
の
松
の
枝
の
」

か
ら
引
用
さ
れ
、
朝
日
子
の
子
は
接
尾
語
で
、
親
し
み
を
表
す
と
し
て
い
る
。

「
お
し
え
草
」
は
、『
新
千
載
和
歌
集(

冬)

』
に
「
狩
り
暮
ら
す
鳥
立
の
鷹
の

お
し
え
草 

あ
す
も
や
同
じ
跡
を
た
づ
ね
む
」
か
ら
引
用
さ
れ
た
も
の
で
、

意
味
は
、
鷹
が
追
い
落
し
た
鳥
の
あ
り
か
を
、
羽
を
草
原
に
引
い
て
教
え
る

こ
と
、
と
し
て
い
る
。 

校
歌
が
作
ら
れ
た
こ
の
時
代
は
、
明
治
二
十
七
年
八
月
日
清
戦
争
勃
発
、

明
治
三
十
七
年
二
月
日
露
戦
争
の
勃
発
を
経
て
、
明
治
四
十
年
三
月
七
日
に

は
、
小
学
校
令
の
改
正
に
よ
り
義
務
教
育
が
六
カ
年
と
な
っ
て
い
る
。
黒
沢

小
学
校
の
校
歌
が
作
ら
れ
た
明
治
四
十
一
年
は
、
佐
々
木
三
六
歳
、
田
村
三

五
歳
の
と
き
で
あ
り
、
富
国
強
兵
の
中
で
、
子
供
た
ち
を
興
国
の
担
い
手
と

し
て
教
育
す
る
方
針
が
こ
の
歌
に
込
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
校
歌
の
三

番
に
あ
る
「
御
国
の
た
め
に 

つ
と
む
べ
く 

郷
土
の
た
め
に
つ
く
す
べ
く
」

は
、
こ
の
時
代
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
明
治
時
代
の

校
歌
は
、
次
代
を
担
う
子
供
た
ち
を
教
育
す
る
た
め
に
、
愛
国
、
郷
土
愛
を

歌
詞
に
入
れ
て
い
る
。 

昭
和
十
五
年
八
月
、
六
八
歳
に
な
っ
た
佐
々
木
信
綱
は
、
文
部
省
か
ら
依

頼
さ
れ
て
日
立
市
宮
田
小
学
校
の
校
歌
を
作
詞
し
て
い
る
。
宮
田
小
学
校
の

校
歌
を
見
る
と
、
黒
沢
小
学
校
の
よ
う
に
、
古
い
歌
集
な
ど
か
ら
の
言
葉
の

引
用
は
な
く
、
戦
時
中
に
作
ら
れ
た
他
の
多
く
の
校
歌
に
国
威
発
揚
・
戦
意

鼓
舞
的
な
表
現
が
み
ら
れ
る
な
か
で
、
こ
の
校
歌
は
、
風
土
・
景
観
・
地
名

を
強
調
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
工
都
日
立
を
意
識
し
た
言
葉

と
し
て
三
番
は
、「
勤
労
を
尊
び
て 

協
同
一
致
し 

吾
等
学
ぶ 

吾
等
学
ぶ
」

と
結
ん
で
い
る
。 

 

明
治
五
年
に
「
学
制
」
が
発
布
さ
れ
て
か
ら
昭
和
六
年
に
文
部
省
訓
令
第

七
号
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
、
学
校
で
歌
わ
れ
て
い
る
「
唱
歌
」(

校
歌)

は
、
文

部
省
の
認
可
が
な
い
限
り
勝
手
に
作
っ
た
り
歌
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
ま
た
昭
和
十
六
年
か
ら
は
、
同
年
制
定
の
「
国
民
学
校
令
施
行
規

則
」
に
よ
っ
て
校
歌
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
第
三
六
条
「
唱
歌
用
歌

詞
楽
譜
の
規
制
」
に
よ
っ
て
勝
手
に
作
る
こ
と
は
で
き
ず
、
文
部
省
が
決
め

た
作
詞
・
作
曲
家
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

昭
和
二
十
年
終
戦
、
昭
和
二
十
二
年
の
「
国
民
学
校
令
の
廃
止
」「
国
民
学

校
施
行
規
則
の
廃
止
」
に
よ
り
、
自
由
に
校
歌
が
作
ら
れ
る
時
代
に
な
る
。 

（
大
子
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
長
） 
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情
緒
の
あ
っ
た
町
堀
―
昭
和
十
年
代
― 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

會
澤
晴
美 

  

私
の
故
郷
大
子
町
に
も
、
町
堀
が
清
い
水
を
た
た
え
て
流
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
現
在
も
水
は
流
れ
て
い
る
が
、
堀
の
上
部
は
全
部
ふ
さ
が
れ
て
歩
道
に
な

っ
て
い
る
。
車
社
会
で
は
や
む
を
え
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
若
い
人
や
子
供
た

ち
に
は
想
像
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
私
の
記
憶
に
あ
る
町
堀
の
一
端
を

記
し
た
い
。 

 

子
ど
も
の
頃
の
あ
る
日
、
私
は
町
堀
の
水
源
を
た
ず
ね
て
、
流
れ
に
逆
ら
っ

て
上
流
に
向
か
っ
た
。
す
る
と
、
大
子
農
学
校
下
の
押
川
の
堰
に
た
ど
り
つ
く
。

堰
の
水
の
一
部
は
、
岸
辺
に
つ
く
ら
れ
た
堀
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
忠
魂
碑
の
下

を
流
れ
て
愛
宕
町
の
裏
道
に
沿
っ
て
小
川
と
な
っ
て
い
る
。
崖
下
を
ゆ
る
や
か

に
流
れ
て
、
本
町
の
信
号
付
近
で
本
町
と
栄
町
に
わ
か
れ
る
。
こ
こ
で
の
調
節

で
瀬
戸
田
へ
水
が
届
き
、
残
り
は
本
町
、
金
町
を
過
ぎ
て
久
慈
川
に
注
ぐ
。 

 

押
川
の
堰
の
上
流
は
、
支
流
の
浅
川
と
合
流
し
、
ど
ろ
ん
と
し
て
川
底
の
見

え
な
い
淵
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
淵
に
は
、
民
話
「
餓
鬼
山
淵
の
河
童
」
が
伝

え
ら
れ
て
い
る
。
川
で
洗
濯
を
し
て
い
た
母
親
の
不
注
意
で
背
中
の
赤
ん
坊
を

川
に
流
し
て
し
ま
っ
た
。
後
日
、
そ
の
子
が
河
童
と
な
っ
て
現
れ
る
と
い
う
悲

し
い
話
で
あ
る
。 

 

押
川
の
堰
か
ら
愛
宕
町
の
裏
道
に
沿
っ
た
小
川
は
、
う
ち
わ
片
手
に
夏
の
夜

の
散
歩
道
で
あ
り
、
子
供
た
ち
が
蛍
を
追
う
楽
し
い
流
れ
で
あ
っ
た
。 

 

こ
の
流
れ
は
崖
下
に
通
じ
る
。
片
側
が
崖
の
た
め
人
家
が
少
な
く
、
蓋
の
な

い
部
分
が
多
か
っ
た
。
水
量
が
豊
か
で
あ
る
が
、
崖
と
樹
木
の
た
め
昼
間
で
も

暗
か
っ
た
。
こ
こ
で
、
初
め
て
コ
ウ
モ
リ
が
飛
ん
で
い
る
の
を
見
た
。
黒
い
羽

根
の
「
お
は
ぐ
ろ
ト
ン
ボ
」
が
水
面
す
れ
す
れ
に
群
れ
て
い
る
の
も
見
た
。 

 

町
中
の
堀
に
は
、
並
ん
で
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
商
店
が
買
い
物
客
の
た
め
に
幅

広
い
蓋
を
し
て
い
た
。
だ
が
、
店
と
店
と
の
空
間
に
は
小
さ
な
洗
い
場
が
あ
っ

た
。
家
の
前
を
流
れ
る
町
堀
の
水
で
湯
を
沸
か
し
た
か
ら
、
銭
湯
に
行
く
こ
と

は
な
か
っ
た
と
言
う
。
ま
た
、
野
菜
洗
い
な
ど
も
し
た
と
。 

 

本
町
の
中
ご
ろ
に
饅
頭
屋
が
あ
っ
た
。
横
町
と
本
通
り
の
角
店
で
あ
る
の

で
、
店
の
前
の
町
堀
に
は
巾
の
狭
い
板
が
の
せ
て
あ
る
ば
か
り
。
水
の
流
れ
の

小
さ
な
板
橋
を
渡
る
と
、
四
角
の
蒸
籠
が
大
釜
の
上
に
の
せ
ら
れ
、
勢
い
よ
く

湯
気
が
立
っ
て
饅
頭
の
う
ま
い
匂
い
が
漂
っ
て
い
た
。
時
に
は
、
私
の
大
好
物

の
「
豆
大
福
」
や
紅
を
さ
し
た
「
し
ん
こ
饅
頭
」
が
、
ガ
ラ
ス
の
蓋
を
し
た
木

箱
に
並
ん
で
い
た
。
こ
の
店
は
、
確
か
「
小
川
屋
」
と
言
っ
た
。
ぴ
っ
た
り
し

た
名
前
だ
。
講
談
に
出
て
く
る
江
戸
下
町
の
風
景
の
よ
う
だ
。
こ
れ
も
町
堀
と

水
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。 

 

正
月
二
日
の
買
い
初
め
日
は
、
町
は
朝
早
く
か
ら
活
気
付
く
。
こ
の
日
買
い

物
を
す
る
と
も
ら
え
る
オ
マ
ケ
の
福
袋
め
あ
て
に
、
町
内
外
の
人
が
、
目
ざ
す

商
店
の
前
に
並
ぶ
の
だ
。
私
は
薬
と
文
具
を
商
う
店
へ
向
か
う
。
オ
マ
ケ
が
子

供
の
喜
ぶ
紙
風
船
と
か
文
具
類
だ
か
ら
だ
。
そ
の
賑
や
か
な
雑
沓
の
中
で
、
私

よ
り
一
歳
年
上
の
従
姉
妹
が
町
堀
に
落
ち
そ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
ほ
ど
人
出
が

多
か
っ
た
。 

 

泉
町
に
あ
っ
た
肉
屋
に
は
、
紫
色
の
ハ
ン
コ
が
押
さ
れ
た
豚
が
ぶ
ら
下
が
っ

て
い
た
。
寒
い
夜
は
す
き
焼
き
鍋
が
い
い
と
、
時
雨
れ
る
夕
方
、
私
は
買
い
物

に
行
か
さ
れ
た
。
す
き
焼
き
は
嬉
し
い
の
で
、
元
気
な
足
ど
り
で
傘
を
差
し
て

出
か
け
た
。
肉
屋
の
前
の
堀
も
勢
い
よ
く
水
が
流
れ
て
い
て
、
私
は
ち
ょ
っ
と

遠
い
所
か
ら
や
っ
て
来
て
、
橋
を
渡
っ
て
買
い
物
を
し
た
よ
う
な
錯
覚
を
起
こ

し
た
。 

 

銀
行
の
向
か
い
側
に
あ
る
柳
の
下
の
「
き
ん
つ
ば
や
」
も
町
堀
の
上
に
建
っ

て
い
た
。
冬
は
堀
の
水
が
吹
き
上
げ
て
冷
た
か
っ
た
が
、
焼
き
た
て
の
ホ
カ
ホ

カ
の
き
ん
つ
ば
を
懐
深
く
入
れ
て
足
早
に
家
に
向
か
っ
た
。
夏
の
氷
水
の
頃

は
、
柳
の
下
の
涼
風
と
町
堀
か
ら
の
水
音
が
体
と
心
を
冷
や
し
て
く
れ
た
。 

 

押
川
の
水
は
、
町
並
み
を
縫
っ
て
久
慈
川
に
注
ぎ
、
水
と
人
が
関
わ
り
合
っ

て
流
れ
て
い
た
。
私
の
見
た
情
緒
溢
れ
る
町
堀
の
情
景
は
消
え
て
し
ま
っ
た
け

れ
ど
、
私
の
心
の
中
に
生
き
て
余
生
の
夢
を
彩
色
し
て
く
れ
る
。 

(

常
陸
大
宮
市
在
住) 
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大
子
町
上
岡
の
人
形
芝
居
「
亀
井
座
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

成
井
重
美 

  

昔
、
大
子
町
上
岡
に
人
形
芝
居
の
一
座
が
あ
っ
た
こ
と
を
ご
存
知
の
方
は 

少
な
い
と
思
う
。
人
形
芝
居
は
、
義
太
夫
節
の
浄
瑠
璃
を
三
味
線
で
語
る
の

に
合
わ
せ
て
人
形
を
操
る
人
形
劇
で
、
今
日
で
は
文
楽
と
呼
ば
れ
て
い
る
。 

 

上
岡
の
人
形
芝
居
は
、
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
に
上
沢
村
大
平
の
菊
池
伴

衛
門
と
同
村
境
の
久
保
の
藤
田
友
衛
門
が
水
戸
大
薩
摩
座
の
人
形
芝
居
を
見

て
き
て
、
茄
子
に
糸
を
付
け
て
秋
の
夜
長
に
操
り
人
形
の
稽
古
を
し
て
実
演

し
た
の
が
始
ま
り
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
年
代
は
は
っ
き
り
し
な

い
が
、
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
に
上
沢
村
と
高
岡
村
が
合
併
し
て
上
岡
村

に
な
る
前
の
こ
と
、
藤
田
伍
三
郎
と
成
井
彦
四
郎
な
ど
が
発
起
人
と
な
り
、

さ
ら
に
成
井
傳
左
衛
門
と
藤
田
伍
左
衛
門
の
出
資
に
よ
り
、
同
志
を
募
っ
て 

人
形
芝
居
を
行
っ
た
。
正
式
に
「
亀
井
座
」
と
座
名
を
名
の
っ
て
本
格
的
に

公
演
し
た
の
は
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
二
月
十
日
で
、
上
岡
村
字
上
川
原
に

お
い
て
で
あ
る
。 

上
岡
に
あ
る
八
龍
神
社
の
遺
物
奉
納
殿
に
、
一
体
の
人
形
が
保
管
さ
れ
て

い
る
。
保
管
す
る
箱
の
蓋
に
は
、「
式
三
番
叟 

亀
井
座
」
と
墨
書
さ
れ
て
お

り
、
箱
の
裏
側
に
は
由
来
及
び
明
治
十
年
の
役
員
と
一
座
一
七
名
の
連
中
名
、

同
三
十
三
年
の
役
員
と
一
九
名
の
連
中
名
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
式
三
番
叟
は
、
舌
だ
し
三
番
叟
で
全
長
は
百
二
五
セ
ン
チ
、
顔
長
一

三
セ
ン
チ
（
烏
帽
子
ま
で
含
め
る
と
二
六
セ
ン
チ
）
、
右
腕
長
二
四
セ
ン
チ
、
左
腕

長
一
九
セ
ン
チ
、
脚
長
四
〇
セ
ン
チ
、
足
長
一
一
セ
ン
チ
で
、
装
束
を
着
て

い
る
。
水
戸
の
大
薩
摩
座
が
没
落
し
て
か
ら
は
、
そ
の
人
形
や
衣
装
な
ど
を

買
い
受
け
て
使
っ
た
の
で
、
亀
井
座
の
人
形
は
立
派
な
も
の
が
揃
っ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。 

人
形
芝
居
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
の
は
明
治
十
年
代
か
ら
同
三
十
年
代
に

か
け
て
の
頃
で
あ
る
。
竹
本
操
太
夫
と
竹
本
常
盤
太
夫
の
浄
瑠
璃
語
り
と
鶴

沢
栄
作
と
い
う
三
味
線
弾
き
は
水
戸
あ
た
り
か
ら
雇
い
入
れ
た
。
人
形
遣
い

は
地
元
の
連
中
で
あ
る
。
亀
井
座
は
、
大
子
町
を
中
心
に
保
内
郷
一
円
は
も

と
よ
り
、
現
在
の
福
島
県
矢
祭
町
か
ら
塙
町
あ
た
り
、
栃
木
県
の
大
田
原
市

須
賀
川
あ
た
り
を
興
行
範
囲
と
し
て
、
荷
馬
車
数
台
に
人
形
箱
、
衣
装
、
諸

道
具
を
積
み
込
ん
で
神
社
の
祭
典
に
二
日
が
か
り
で
出
か
け
た
と
い
う
。
出

し
物
は
、
加
羅
仙
台
萩
、
義
経
千
本
桜
、
太
閤
記
十
段
目
、
鎌
倉
三
代
記
な

ど
で
あ
っ
た
。 

大
子
町
長
な
ど
の
要
職
を
つ
と
め
た
益
子
彦
五
郎
の
「
最
近
大
子
記
事
第

一
号
並
ニ
余
町
長
ノ
事
績
」
に
、
明
治
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日
に
大
子
町

役
場
を
大
子
校
敷
地
内
に
新
築
移
転
し
た
移
転
式
や
明
治
四
十
四
年
四
月
二

十
日
の
上
岡
尋
常
小
学
校
新
築
落
成
式
の
余
興
と
し
て
、
亀
井
座
の
操
り
人

形
が
演
じ
ら
れ
た
様
子
が
書
か
れ
て
い
る
。 

座
元
は
、
一
代
目
が
成
井
嘉
傳
次
、
二
代
目
が
新
村
清
兵
衛
、
三
代
目
が

成
井
仙
介
と
続
い
た
が
、
時
代
の
変
遷
に
つ
れ
て
次
第
に
衰
退
し
て
い
っ
た
。

そ
し
て
人
形
や
衣
装
は
、
大
東
亜
戦
争
中
の
昭
和
十
八
年
頃
に
関
係
者
が
相

談
し
て
、
人
形
の
首
一
五
個
以
上
、
衣
装
、
幕
な
ど
一
式
を
大
子
町
の
骨
董

店
に
売
り
渡
し
た
。
そ
の
代
金
の
中
か
ら
百
円
を
国
防
献
金
と
し
て
拠
出
し
、

ま
た
八
龍
神
社
に
も
元
亀
井
座
連
中
一
同
が
一
金
百
円
を
奉
納
し
た
。
そ
の

時
、
三
番
叟
の
人
形
を
記
念
に
残
し
、
舞
台
に
使
っ
た
黒
塗
り
の
柱
と
と
も

に
郷
倉
に
保
存
し
て
お
い
た
が
、
三
番
叟
は
後
に
八
龍
神
社
に
納
め
た
。 

 

上
岡
の
人
形
芝
居
は
、
農
作
業
の
合
間
の
娯
楽
と
し
て
、
江
戸
時
代
の
文

化
・
文
政
期
に
は
演
じ
ら
れ
て
い
た
。
だ
が
、
天
保
の
改
革
に
よ
っ
て
規
制

が
加
え
ら
れ
、
人
形
芝
居
の
上
演
も
制
限
を
受
け
た
。
幕
末
の
水
戸
藩
の
混

乱
期
か
ら
明
治
維
新
を
経
て
「
亀
井
座
」
が
開
座
で
き
た
の
は
、
政
府
が
民

衆
が
興
味
を
持
つ
娯
楽
演
劇
を
盛
ん
に
し
よ
う
と
し
た
時
代
背
景
が
あ
っ
た

こ
と
、
開
座
に
必
要
な
資
金
を
提
供
で
き
る
者
が
存
在
し
た
こ
と
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
が
、
明
治
二
十
二
年
の
町
村
制
施
行
後
の
県
町
村
税
の
増
額
、
日

清
戦
争
・
日
露
戦
争
の
間
に
三
度
に
わ
た
る
増
税
等
が
あ
り
、
ま
た
、
自
給

経
済
か
ら
商
品
経
済
へ
の
進
展
等
に
よ
り
農
家
経
済
が
悪
化
し
、
大
正
時
代

に
入
る
と
時
代
の
荒
波
を
乗
り
切
っ
て
人
形
芝
居
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が

困
難
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

（
大
子
町
在
住
） 
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百
年
前
の
大
子
を
行
く
（
四
） 

大
金
祐
介 

  

「
百
年
前
の
大
子
を
行
く
」
で
は
、
商
業
と
い
う
視
点
か
ら
百
年
前
の
大
子

を
見
る
べ
く
、
毎
回
、
百
年
前
の
大
子
に
軒
を
連
ね
て
い
た
商
店
を
紹
介
し
て

い
る
。
四
回
目
と
な
る
今
回
は
、
蒟
蒻
店
を
取
り
上
げ
た
い
。
蒟
蒻
店
は
、
蒟

蒻
農
家
か
ら
蒟
蒻
を
生
玉
や
荒
粉
な
ど
で
仕
入
れ
、
こ
れ
を
製
粉
し
て
全
国
各

地
の
商
店
に
卸
し
て
い
た
。
時
に
は
国
外
の
商
店
に
蒟
蒻
を
卸
す
こ
と
も
あ
っ

た
と
い
う
か
ら
驚
き
で
あ
る
。
保
内
郷
を
代
表
す
る
特
産
品
で
あ
る
蒟
蒻
を
取

り
扱
う
蒟
蒻
店
は
、
過
去
に
本
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
た
呉
服
店
や
雑
貨
店
よ
り

も
か
な
り
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
商
売
を
し
て
お
り
、
大
店
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

保
内
郷
の
蒟
蒻
店
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
石
井
良
一
氏
の
「
蒟
蒻
の
発
達
史
」

（
『
郷
土
の
史
実 

第
一
集
』
昭
和
四
十
二
年
、
水
郡
タ
イ
ム
ス
社
所
収
）
が
詳
し
い
の
で
、

こ
れ
を
参
考
に
し
つ
つ
私
が
調
べ
た
こ
と
を
加
味
し
て
、
百
年
前
の
大
子
に
お

い
て
特
に
そ
の
名
が
知
ら
れ
て
い
た
蒟
蒻
店
四
店
を
紹
介
し
た
い
。
ま
た
、
最

後
に
、
こ
れ
ら
四
店
が
店
を
構
え
て
い
た
金
町
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。 

 

川
口
商
店
（
店
主
・
川
口
利
吉
）
は
、
金
町
（
現
・
わ
か
ま
つ
歯
科
医
院
の
南
半
分
）

に
店
を
構
え
て
い
た
。
同
店
は
、
新
潟
県
南
蒲
原
郡
加
茂
町
（
現
・
新
潟
県
加
茂

市
）
出
身
の
川
口
栄
次
郎
が
蒟
蒻
取
引
の
た
め
に
大
子
に
移
り
、
創
業
し
た
も

の
で
あ
る
。
商
標
に
は
「
か
く
ま
ん
」
を
用
い
て
い
た
。
歴
代
店
主
の
な
か
で

特
に
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
四
代
目
店
主
の
川
口
利
吉
で
あ
る
。
彼
は
、
川
口

商
店
を
大
い
に
発
展
さ
せ
た
ほ
か
、
県
会
議
員
や
町
会
議
員
、
大
子
農
会
長
な

ど
の
公
職
を
務
め
た
。
ま
た
、
大
正
十
一
年
の
大
子
農
学
校
の
県
立
移
管
に
際

し
て
は
、
県
立
移
管
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
た
め
と
し
て
同
校
に
一
万
円
を

寄
付
し
た
。 

 

川
口
商
店
（
店
主
・
川
口
利
作
）
は
、
金
町
（
現
・
榊
材
木
店
）
に
店
を
構
え
て

い
た
。
同
店
も
前
述
の
川
口
商
店
と
同
様
に
、
新
潟
県
南
蒲
原
郡
加
茂
町
出
身

の
川
口
利
作
が
蒟
蒻
取
引
の
た
め
に
大
子
に
移
り
、
創
業
し
た
も
の
で
あ
る
。

前
述
の
川
口
商
店
と
は
親
戚
関
係
に
あ
る
と
い
う
。
商
標
に
は
「
や
ま
り
」
を

用
い
て
い
た
。 

 

松
浦
商
店
（
店
主
・
松
浦
栄
次
郎
）
は
、
金
町
（
現
・
松
浦
駐
車
場
）
に
店
を
構

え
て
い
た
。
同
店
は
、
京
都
の
山
添
商
店
の
蒟
蒻
仕
入
店
と
し
て
創
業
し
、
後

に
松
浦
商
店
と
し
て
独
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
商
標
に
は
「
ぼ
う
き
ゅ
う
」
を

用
い
て
い
た
。
本
町
の
松
浦
政
二
商
店
は
分
家
に
当
た
る
。 

 

大
藤
商
店
（
店
主
・
大
藤
伝
之
介
）
は
、
金
町
に
店
を
構
え
て
い
た
。
蒟
蒻
取

引
の
た
め
に
保
内
郷
以
外
の
地
域
か
ら
大
子
に
移
っ
て
き
た
前
記
三
店
に
対

し
て
、
大
藤
商
店
の
店
主
大
藤
伝
之
介
は
生
瀬
村
の
出
身
で
あ
る
。 

蒟
蒻
取
引
の
総
本
山
・
金
町 

明
治
維
新
後
、
水
戸
藩
の
解
体
に
よ
り
蒟
蒻

は
自
由
に
取
引
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
心
な
い
商
人
の
暗
躍
に
よ

り
質
の
悪
い
蒟
蒻
が
流
通
す
る
な
ど
、
蒟
蒻
の
取
引
は
乱
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ

の
た
め
、
水
戸
市
の
常
陸
開
産
会
社
は
、
大
子
町
の
金
町
に
支
社
を
開
設
し
、

蒟
蒻
農
家
と
蒟
蒻
店
と
の
適
正
な
取
引
を
仲
介
し
た
。
そ
の
結
果
、
蒟
蒻
店
は

好
ん
で
金
町
に
店
を
構
え
る
よ
う
に
な
り
、
金
町
に
蒟
蒻
店
が
集
積
し
た
。
後

に
常
陸
開
産
会
社
は
解
散
し
て
し
ま
っ
た

が
、
蒟
蒻
店
は
そ
の
ま
ま
金
町
で
商
売
を

続
け
た
。
明
治
三
十
三
年
に
大
子
銀
行
が

設
立
さ
れ
、
同
行
が
金
融
面
で
蒟
蒻
の
取

引
を
支
援
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
蒟
蒻
の

取
引
は
以
前
に
も
増
し
て
盛
ん
に
な
っ
た
。

奇
し
く
も
大
子
銀
行
の
本
店
は
金
町
に
置

か
れ
た
た
め
、
金
町
に
軒
を
連
ね
て
い
た

多
数
の
蒟
蒻
店
と
相
ま
っ
て
、
金
町
は
保

内
郷
に
お
け
る
蒟
蒻
取
引
の
総
本
山
と
も

言
う
べ
き
様
相
を
呈
し
た
の
で
あ
っ
た
。 

（
大
子
町
在
住
） 

 

 
昭和 10 年頃の金町通り 
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荒
蒔
城
に
伝
わ
る
戦
い
の
記
憶 

藤
井
達
也 

  

大
子
町
の
黒
沢
は
、
町
付
城
（
大
子
町
町
付
）
、
荒
蒔
城
（
同
）
、
上
野
宮
館
（
大

子
町
上
野
宮
）
等
の
中
世
城
郭
跡
が
残
る
、
中
世
の
景
観
を
色
濃
く
残
す
地
域

で
す
。
特
に
、
荒
蒔
城
は
規
模
も
大
き
く
、
注
目
さ
れ
る
遺
構
で
す
。
こ
の
荒

蒔
城
に
伝
わ
る
戦
い
の
伝
承
か
ら
、
当
時
の
様
相
を
探
っ
て
い
き
ま
す
。 

 

江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
ま
と
め
ら
れ
た
『
水
府
志
料
』
『
新
編

常
陸
国
誌
』
等
の
地
誌
に
は
、
荒
蒔
城
主
は
深
谷
氏
（
も
と
も
と
白
川
氏
家
臣
、

後
に
佐
竹
氏
家
臣
）
や
荒
蒔
氏
（
佐
竹
氏
家
臣
）
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
地
誌
に
次
の
よ
う
な
戦
い
の
記
述
が
見
ら
れ
ま
す
。 

 

①
深
谷
伊
豆
守
秋
広
の
居
城
で
あ
っ
た
荒
蒔
城
に
武
茂
氏
（
那
珂
川
町
の
武
茂
を

拠
点
と
す
る
）
が
来
襲
し
、
深
谷
伊
豆
守
の
子
主
馬
四
郎
が
討
死
し
た
。
こ
の

時
の
合
戦
場
が
「
武
茂
陣
場
」「
萩
ヵ
反
り
」
と
の
地
名
と
し
て
残
る
（
現
在
も

「
萩
ノ
反
」
の
地
名
が
荒
蒔
城
入
口
付
近
に
あ
る
）（
『
水
府
志
料
』
）
。 

②
天
文
十
六
年
（
一
五
四
七
）
の
白
川
義
近
に
よ
る
鏡
山
城
（
大
子
町
池
田
）
攻

め
の
後
、
白
川
氏
方
と
し
て
鏡
山
城
を
守
る
深
谷
氏
が
佐
竹
義
篤
の
攻
撃
を
受

け
、
荒
蒔
城
に
退
き
、
つ
い
に
は
そ
こ
で
討
死
し
た
（
『
新
編
常
陸
国
誌
』
）
。 

  

ど
ち
ら
も
、
深
谷
氏
が
籠
る
荒
蒔
城
が
攻
め
ら
れ
た
と
い
う
伝
承
で
す
が
、

攻
め
た
の
は
武
茂
氏
、
佐
竹
氏
と
そ
れ
ぞ
れ
記
述
が
違
っ
て
お
り
、
詳
細
は
よ

く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
白
川
氏
や
佐
竹
氏
の
当
主
名
等
、
疑
う
べ
き
部
分

も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
次
の
戦
国
時
代
の
古
文
書
（
「
那
須
政
資
書
状
写
」
秋
田

藩
家
蔵
文
書
十
、
現
代
語
訳
）
を
見
る
と
、
こ
の
伝
承
の
背
景
に
あ
っ
た
動
き
が

見
え
て
き
ま
す
。 

 

連
絡
す
べ
き
こ
と
が
無
か
っ
た
た
め
、
久
し
く
や
り
と
り
を
し
て
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
ま
た
お
会
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
心
の
底
か
ら
、

少
し
も
心
変
わ
り
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
黒
沢
の
地
に
向
か
っ
て
、
佐
竹
義
篤

が
急
に
出
陣
し
ま
し
た
。（
黒
沢
の
地
に
つ
い
て
）
数
年
深
谷
氏
が
取
り
扱
っ
て

き
た
こ
と
は
ご
存
知
の
通
り
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
私
政
資
に
お
い
て
も
、
よ

く
よ
く
存
じ
て
お
り
ま
す
。
彼
の
地
（
黒
沢
）
が
落
ち
着
く
こ
と
に
つ
い
て

は
、
あ
ま
り
日
時
を
要
し
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
か
ら
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

な
お
、
先
年
懇
切
に
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
（
天
文
八
、
九
年
に
佐
竹
義
篤
が
那

須
政
資
を
助
け
て
出
兵
し
た
こ
と
）
は
今
も
忘
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
恐
々
謹
言
。 

 
 

八
月
六
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

政
資
（
花
押
影
） 

 
 

松
庵
江 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

烏
山
城
（
那
須
烏
山
市
）
を
拠
点
と
す
る
那
須
政
資
か
ら
、
佐
竹
義
篤
側
近
の

松
庵
（
岡
本
曾
端
）
宛
に
出
さ
れ
た
書
状
で
す
。
義
篤
の
没
年
や
文
書
内
容
か

ら
、
天
文
十
年
（
一
五
四
一
）
か
ら
同
十
三
年
（
一
五
四
四
）
頃
の
書
状
と
推
定

さ
れ
ま
す
。
本
書
状
か
ら
、
義
篤
が
深
谷
氏
の
拠
る
黒
沢
を
攻
め
て
い
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
時
期
に
義
篤
が
白
川
領
で
あ
る
南
郷
地
域
に
進
出
を
始

め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
佐
竹
氏
と
白
川
氏
の
争
い
に
関
わ
る
戦
い
な
の
で
し
ょ

う
。
ま
た
、
那
須
政
資
が
黒
沢
に
深
谷
氏
が
い
る
こ
と
を
把
握
し
て
お
り
、
両

者
の
通
交
関
係
が
う
か
が
え
ま
す
（
深
谷
氏
は
天
文
十
五
年
の
那
須
政
資
死
去
の
際

に
香
典
五
百
文
を
届
け
て
い
ま
す
）
。
那
須
氏
に
と
っ
て
、
黒
沢
地
域
を
め
ぐ
る
佐

竹
氏
や
深
谷
氏
の
動
向
は
気
に
な
る
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。 

①
②
の
伝
承
は
、
時
期
の
一
致
な
ど
か
ら
、
こ
の
書
状
が
示
す
佐
竹
義
篤
の

黒
沢
攻
め
（
深
谷
氏
拠
点
の
荒
蒔
城
攻
撃
）
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
こ
の
時
期
、
佐
竹
氏
は
武
茂
氏
と
関
係
を
持
ち
始
め
て
お
り
、
①
の

よ
う
な
武
茂
氏
に
関
わ
る
伝
承
が
伝
わ
る
こ
と
も
理
解
で
き
ま
す
。 

 

荒
蒔
城
の
伝
承
と
「
那
須
政
資
書
状
写
」
か
ら
、
こ
れ
ま
で
不
明
で
あ
っ
た
、

天
文
十
年
頃
の
保
内
の
動
向
や
那
須
氏
と
保
内
の
関
係
の
一
端
を
垣
間
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
地
域
に
残
る
伝
承
も
、
注
目
す
べ
き
貴
重
な
歴
史
資
料

な
の
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
水
戸
市
立
博
物
館
） 
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依
上
地
区
、
あ
る
農
業
青
年
の
挑
戦
物
語
（
下
の
三
） 

―
特
産
品
・
り
ん
ご
の
ル
ー
ツ
を
探
る
（
七
）
― 

 
 り

ん
ご
の
収
穫
量
が
倍
、
倍
と
順
調
に
増
え
る
な
か
、
そ
れ
を
売
り
捌
く
た

め
に
は
紹
介
さ
れ
た
あ
ら
ゆ
る
売
り
先
に
積
極
的
に
、
き
め
細
か
く
対
応
す
る

必
要
が
あ
る
、
「
少
し
で
も
何
で
も
い
い
と
思
っ
て
、（
大
子
の
）
り
ん
ご
も
広

が
っ
て
い
く
か
ら
」
、
こ
れ
が
木
澤
源
一
郎
さ
ん
の
基
本
姿
勢
で
あ
っ
た
。
そ

の
努
力
が
実
っ
て
、
本
誌
前
号
で
指
摘
し
た
よ
う
に
昭
和
四
十
五
、
六
年
頃
か

ら
売
れ
行
き
が
上
昇
し
始
め
る
。
と
は
い
え
、
観
光
り
ん
ご
園
の
ス
タ
ー
ト
が

遅
れ
た
木
澤
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
販
路
の
確
保
は
な
お
大
き
な
課
題
で
あ
り
、

住
宅
団
地
め
ぐ
り
と
相
前
後
し
て
売
り
先
確
保
の
試
行
錯
誤
は
依
然
と
し
て

続
く
。
い
く
つ
か
の
取
り
組
み
を
跡
付
け
て
み
よ
う
。 

一
つ
は
、
り
ん
ご
仲
間
の
中
野
茂
さ
ん
に
誘
わ
れ
て
行
っ
た
水
戸
駅
構
内
で

の
販
売
で
あ
る
。
鉄
道
弘
済
会
が
運
営
す
る
駅
ホ
ー
ム
の
売
店
で
の
販
売
は
、

手
数
料
が
三
五
パ
ー
セ
ン
ト
も
取
ら
れ
た
う
え
に
、
「
奥
久
慈
り
ん
ご
」
の
ラ

ベ
ル
を
貼
っ
た
カ
ゴ
詰
め
の
り
ん
ご
を
店
頭
に
並
べ
る
も
の
の
、
「
お
客
さ
ん

が
動
か
し
て
傷
に
な
っ
た
か
ら
な
ん
て
、
返
さ
れ
ち
ゃ
う
。
本
当
に
率
が
悪
」

か
っ
た
。
一
方
、
構
内
に
あ
る
国
鉄
職
員
向
け
の
「
物
資
部
」
と
い
う
名
の
売

店
で
も
袋
詰
め
を
販
売
し
た
が
、
こ
ち
ら
は
よ
く
売
れ
、
量
が
捌
け
た
と
い
う
。

週
に
一
、
二
回
運
び
、
二
年
ほ
ど
続
い
た
よ
う
で
あ
る
。 

二
つ
目
は
、
こ
れ
も
一
年
と
い
う
短
期
間
で
は
あ
っ
た
が
、
学
校
給
食
に
販

路
を
求
め
た
こ
と
も
あ
る
。
大
子
町
農
協
か
ら
の
依
頼
で
、
「
率
が
悪
い
た
め

誰
も
や
ら
な
か
っ
た
ん
で
、
や
っ
て
み
よ
う
と
私
が
引
き
受
け
た
」
。
取
り
引

き
し
た
の
は
水
戸
市
の
常
磐
小
学
校
、
五
軒
小
学
校
、
日
立
市
の
南
部
給
食
セ

ン
タ
ー
の
三
か
所
。
農
協
経
由
で
百
個
単
位
の
注
文
が
入
る
と
、
指
定
の
り
ん

ご
「
王
鈴
」
を
ブ
ル
ー
バ
ー
ド
に
積
み
、
午
前
九
時
、
あ
る
い
は
十
時
ま
で
に

届
け
た
。
給
食
用
に
適
し
て
い
た
の
か
、
注
文
は
「
王
鈴
」
に
限
ら
れ
た
の
で
、

そ
の
収
穫
期
（
十
月
）
だ
け
納
品
し
た
と
い
う
。「
産
地
の
二
級
品
か
何
か
が
安

く
入
る
よ
う
に
な
り
、
入
札
で
決
め
る
よ
う
に
な
る
と
注
文
が
来
な
く
な
っ
た
」

た
め
、
僅
か
一
年
で
こ
の
販
路
は
消
え
た
。 

県
内
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
し
た
。
例
え
ば
、
陸
上
自
衛
隊
勝
田
駐
屯

地
や
同
霞
ヶ
浦
駐
屯
地
で
の
運
動
会
で
あ
る
。
こ
れ
も
り
ん
ご
仲
間
の
本
田
文

夫
さ
ん
か
ら
の
誘
い
で
、
「
運
動
会
が
あ
る
か
ら
持
っ
て
き
て
売
っ
た
ら
ど
う

か
」
と
の
話
か
ら
五
、
六
人
で
車
二
、
三
台
に
り
ん
ご
を
積
ん
で
勝
田
市
（
現

ひ
た
ち
な
か
市
）
や
土
浦
市
へ
出
掛
け
た
。
自
衛
隊
員
の
家
族
や
一
般
市
民
を
相

手
に
「
け
っ
こ
う
売
れ
た
」
よ
う
で
あ
る
。
単
に
売
る
こ
と
だ
け
が
目
的
で
は

な
く
、
大
子
産
の
り
ん
ご
を
宣
伝
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
の
で
、
こ
う
し
た

機
会
に
恵
ま
れ
れ
ば
積
極
的
に
対
応
し
た
と
も
い
う
。 

も
う
一
つ
大
き
な
取
り
組
み
が
あ
っ
た
。
何
年
か
ら
何
年
ま
で
開
催
さ
れ
た

の
か
詳
細
は
定
か
で
な
い
が
、
昭
和
五
十
年
前
後
の
頃
、
水
戸
市
の
下
市
銀
座

商
店
会
朝
市
実
行
委
員
会
主
催
の
朝
市
が
、
「
産
地
直
送
、
新
鮮
で
安
い
食
料

品
を
家
庭
の
台
所
に
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
月
一
回
、
日
曜
日
に
開
か
れ

て
い
た
。
五
十
年
九
月
七
日
の
模
様
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
「
朝
市
に
は
、

野
菜
関
係
が
…
十
五
店
、
花
屋
二
店
、
川
魚
、
干
も
の
、
園
芸
各
一
店
、
…
商

店
会
か
ら
日
用
雑
貨
、
履
物
、
衣
料
品
な
ど
が
出
店
し
た
。
…
気
の
早
い
客
は

六
時
ご
ろ
か
ら
集
ま
り
、
店
を
出
す
そ
ば
か
ら
買
い
求
め
る
始
末
で
午
前
七
時

の
ス
タ
ー
ト
時
に
は
ピ
ー
ク
。
七
時
半
に
は
そ
ろ
そ
ろ
店
閉
ま
い
と
言
っ
た
有

様
。
予
定
の
九
時
ま
で
は
と
て
も
も
た
な
い
盛
況
ぶ
り
だ
っ
た
」（
昭
和
五
十
年

九
月
十
三
日
付
「
い
は
ら
き
」
新
聞
）
。
ま
た
、
同
年
十
月
五
日
開
催
の
四
回
目
の

朝
市
も
「
客
の
出
足
は
速
く
、
七
時
を
過
ぎ
る
頃
に
は
品
切
れ
で
店
じ
ま
い
を

す
る
処
も
あ
る
程
盛
況
で
、
出
店
者
も
要
望
に
応
え
て
遠
く
『
大
子
町
の
果
実

店
か
ら
鹿
島
町
の
魚
介
類
店
ま
で
増
や
し
て
い
る
』（
鈴
木
昇
会
長
談
）
」（
『
水
戸

商
工
会
議
所
会
報
』
昭
和
五
十
年
十
月
号
）
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
実
は
木
澤
さ
ん

は
、
こ
の
朝
市
に
四
十
九
年
、
五
十
年
の
二
年
間
、
そ
れ
も
収
穫
期
の
九
月
、

十
月
、
十
一
月
に
参
加
し
た
の
で
あ
る
。 

き
っ
か
け
は
、
大
子
町
農
協
経
由
で
伝
え
ら
れ
た
水
戸
市
役
所
か
ら
の
参
加

要
請
で
あ
っ
た
。
誰
も
手
を
挙
げ
な
い
な
か
、
木
澤
さ
ん
は
前
出
中
野
さ
ん
と
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と
も
に
応
じ
る
こ
と
に
し
た
。
当
時
の
様
子
を
こ
う
回
顧
す
る
。
「
前
日
に
袋

詰
め
を
作
っ
て
お
き
、
四
時
半
に
こ
こ
を
出
て
六
時
か
ら
の
朝
市
に
参
加
す
る
。

（
水
戸
市
）
浜
田
町
の
茨
城
交
通
の
車
庫
近
く
の
道
路
を
利
用
し
て
海
産
物
、

野
菜
等
い
ろ
い
ろ
も
っ
て
き
て
、
車
の
荷
台
で
売
る
ん
で
す
。
道
の
両
側
に
車

が
ダ
ァ
ー
と
並
ん
で
、
両
側
五
〇
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
場
所
代
は

取
ら
な
い
、
売
っ
た
金
は
全
部
自
分
の
も
の
。
と
に
か
く
人
が
出
た
ん
で
す
よ

ね
。
荷
台
に
並
べ
た
り
ん
ご
を
市
民
の
皆
さ
ん
が
品
定
め
し
い
し
い
、
ど
う
や

っ
て
作
っ
た
の
？
お
い
し
い
の
？
と
か
話
し
な
が
ら
試
食
を
し
て
も
ら
っ
て
。

味
見
し
て
お
話
す
る
と
、
結
構
買
っ
て
く
れ
る
ん
で
す
よ
。
誰
か
が
買
い
始
め

る
と
ど
ん
ど
ん
面
白
い
よ
う
に
売
れ
て
」
、
と
。
因
み
に
木
澤
さ
ん
の
メ
モ
に

よ
る
と
、
前
記
十
月
五
日
の
朝
市
で
は
二
四
七
袋
売
れ
、
代
金
は
六
万
八
千
四

百
円
に
上
っ
た
。
ま
た
、
こ
う
も
回
顧
す
る
。
「
朝
六
時
か
ら
七
時
ま
で
下
市

で
、
七
時
か
ら
別
な
と
こ
ろ
、
市
役
所
の
担
当
職
員
の
案
内
で
五
軒
町
へ
も
行

っ
た
ね
。
見
川
町
も
や
っ
た
。
品
物
が
な
く
な
っ
た
と
こ
ろ
で
帰
っ
て
く
る
ん

だ
け
ど
、
あ
れ
ば
次
か
ら
次
へ
と
回
っ
て
。
他
の
業
者
も
み
ん
な
移
動
し
た
」
。

こ
う
し
て
持
参
し
た
り
ん
ご
は
い
つ
も
完
売
、
「
朝
市
だ
け
は
良
か
っ
た
。
だ

か
ら
、
朝
早
起
き
し
て
行
く
の
も
楽
し
み
だ
っ
た
ん
で
す
よ
」
、
と
も
い
う
。 

昭
和
四
十
九
年
と
い
え
ば
、
県
道
二
〇
五
号
か
ら
木
澤
り
ん
ご
園
ま
で
の
町

道
が
整
備
さ
れ
、
木
澤
さ
ん
の
観
光
り
ん
ご
園
が
い
よ
い
よ
発
足
す
る
頃
に
当

た
る
が
、
朝
市
へ
の
取
り
組
み
は
単
に
一
定
の
収
入
が
確
実
に
見
込
め
た
だ
け

で
な
く
、
顔
馴
染
み
に
な
っ
た
多
く
の
消
費
者
に
地
図
入
り
の
案
内
チ
ラ
シ
を

配
り
、
り
ん
ご
狩
り
を
宣
伝
す
る
絶
好
の
機
会
に
も
な
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
朝

市
は
大
き
な
意
味
を
も
ち
、
様
々
な
配
慮
を
し
て
く
れ
た
担
当
職
員
を
「
本
当

に
恩
人
で
す
よ
」
と
木
澤
さ
ん
は
評
し
て
い
る
。「
チ
ラ
シ
を
配
っ
て
か
ら
は
、

そ
の
地
図
を
頼
り
に
（
り
ん
ご
園
）
へ
ど
ん
ど
ん
来
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
。

そ
の
観
光
り
ん
ご
園
が
本
格
化
す
る
と
、
と
く
に
日
曜
日
は
来
園
者
へ
の
対
応

で
人
手
が
足
り
な
く
な
る
た
め
、
五
十
二
年
か
ら
は
度
重
な
る
朝
市
へ
の
参
加

要
請
も
断
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
る
の
で
あ
る
。 

木
澤
さ
ん
の
手
元
に
、
り
ん
ご
収
入
の
推
移
を
記
し
た
メ
モ
が
残
さ
れ
て
い

る
。
昭
和
四
十
五
年
産
六
〇
万
円
、
四
十
六
年
産
九
〇
万
円
、
四
十
七
年
産
一

四
〇
万
円
、
四
十
八
年
産
二
四
〇
万
円
、
四
十
九
年
産
二
〇
〇
万
円
、
五
十
年

産
三
五
〇
万
円
。
前
述
の
よ
う
な
販
路
開
拓
の
努
力
が
奏
功
し
、
知
名
度
の
浸

透
と
と
も
に
順
調
に
収
入
が
伸
び
て
い
る
様
が
鮮
明
で
あ
る
。
四
十
九
年
の
減

収
は
害
虫
の
大
発
生
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
五
十
年
か
ら
は
観
光
り
ん
ご

園
か
ら
の
収
入
が
中
心
に
な
っ
た
と
い
う
。
と
も
あ
れ
、
長
年
の
労
苦
が
よ
う

や
く
報
わ
れ
、
り
ん
ご
収
入
が
生
計
の
柱
と
な
り
、
「
り
ん
ご
で
生
活
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
」
の
で
あ
る
。
り
ん
ご
栽
培
に
強
く
反
対
し
て
い
た
父
敏
夫
さ

ん
の
態
度
も
変
わ
っ
た
。
自
ら
の
も
つ
多
様
な
関
係
先
を
提
供
し
、
宣
伝
販
売

に
も
大
い
に
協
力
し
て
く
れ
た
と
い
う
。
家
族
の
理
解
と
協
力
、
と
く
に
父
親

の
変
化
、
そ
し
て
り
ん
ご
農
家
と
し
て
の
自
立
、
こ
れ
は
木
澤
さ
ん
に
と
っ
て

何
よ
り
の
喜
び
で
あ
る
と
同
時
に
、
安
堵
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
想

像
に
難
く
な
い
。 

知
名
度
が
全
く
な
い
に
等
し
い
な
か
、
「
り
ん
ご
を
作
る
よ
り
も
売
る
方
が

難
し
か
っ
た
ん
で
す
よ
」
と
の
木
澤
さ
ん
の
述
懐
は
、
大
子
の
ど
の
り
ん
ご
農

家
に
も
共
通
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
木
澤
さ
ん
の
営
為
は
一
例
で

あ
る
。
農
家
に
よ
っ
て
程
度
の
差
は
あ
れ
、
様
々
な
労
苦
の
積
み
重
ね
が
あ
っ

て
こ
そ
の
現
在
の
観
光
り
ん
ご
園
で
あ
る
こ
と
を
銘
記
し
て
お
き
た
い
。 

 

「
依
上
地
区
、
あ
る
農
業
青
年
の
挑
戦
物
語
」
の
項
は
、
今
回
で
閉
じ
ま
す
。
木
澤

源
一
郎
さ
ん
に
は
三
回
に
わ
た
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
快
く
応
じ
て
い
た
だ
き
、
多
く
の

ご
教
示
を
得
ま
し
た
。
記
し
て
深
甚
な
る
謝
意
を
表
し
ま
す
。 

（
齋
藤
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生
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